
船舶事故等調査報告書 

平成２３年１１月２４日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０神第２４９号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年１０月９日 ０９時３０分ごろ 

発生場所 南アフリカ共和国ケープタウン港内   

（概位 南緯３３°５９′ 東経１８°３６′） 

事故等調査の経過  平成２２年１２月６日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 LIDA
リ ダ

（アンティグア・バーブーダ国籍）、９９２トン 

   ７３９２９０７（ＩＭＯ番号）、Lida Shipping BV 

Ｂ 漁船 第七十八大洋
たいよう

丸、３７９トン 

   １２８４１７、三保鮪漁業株式会社 

 乗組員等に関する情報 Ｂ 機関長、三級海技士（機関） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 船尾外板凹損、船尾ブルワーク曲損等 

Ｂ なし 

 事故等の経過  Ｂ船は、船長及び機関長ほか１９人が乗り組み、ケープタウン港内にお

いて、岸壁を約６０ｍ前方に移動するために主機を前進微速として航行

中、平成２２年１０月９日０９時３０分ごろ、主機を前進微速から中立と

したが作動せず、Ｂ船前方で停泊中のＡ船船尾にＢ船船首が衝突した。 

気象・海象 気象：天気 晴れ、風 ほとんどなし 

海象：波 ほとんどなし 

 その他の事項  Ｂ船は、本事故後、主機遠隔操縦装置を点検した結果、空気系統切換弁

オーリングの劣化、電気系統マイクロスイッチの接点不良等による前後進

及び中立の切換不能が判明し、不良部品を取り替えて修理した。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

あり 

なし 

 Ｂ船は、ケープタウン港内で主機を前進微速と

して岸壁を移動中、主機遠隔操縦装置が故障した

ことから、主機の前後進及び中立の切換ができな

くなり、Ｂ船前方で停泊中のＡ船船尾とＢ船船首

が衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、Ｂ船が、ケープタウン港内で主機を前進微速として岸壁を移

動中、主機遠隔操縦装置が故障したため、主機の前後進及び中立の切換が

できなくなり、Ｂ船前方で停泊中のＡ船船尾とＢ船船首が衝突したことに

より発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・主機遠隔操縦装置の点検整備を定期的に実施すること。  




